
 
 

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・自分が死ぬのに、他の人にも迷惑が

かかる。わたしはいのちの授業を受け

て、「こんなに大変な人たちがいるん

だな」と思いました。でもみんなつら

くても笑顔でがんばっている。 

それがとてもすてきでした。わたし

は、自分の生まれた子が死んでしまっ

たら、自分も死にたいと思ったかもし

れません。一人だと思ってもたよれる

人たちがいる。そんなことはわたしに

はないかもしれません。でも一人でが

んばるんじゃなくて、みんなでいっし

ょに協力していけば、いい思い出にも

なるし、とても楽しいことになるかも

しれない。 

自分も希望をすてないであゆんで

いこうと思いました。 
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・私は今まで、しょう害者というと「か

わいそう」と言う言葉がうかんでいま

した。でも、今回「命の授業」でしょ

う害者も仕事を一生懸命やっている

と言うのを知り、しょう害者は「かわ

いそう」ではなく「すごい」と思いま

した。 

私たち普通の人より困難なことが

多い中、あきらめず働いていたからで

す。そして私たちと同じ生徒の生まれ

を知り、お母さん、お父さんと助け合

って生きていこうと感じました。私に

はお母さんがいませんが、生んでくれ

たことに感謝して、生きたいです。「い

のちの授業」をやっていなかったら、

親へのぼう言が大きくなっていたと

思います。改めて家族の大切さを知る

ことができました。 

「いのちの授業」を終えて、生徒は「いのち」や「障害」をどうとらえたのでし

ょうか？そんな感想を紹介します（その５）。 

                            所長 小沢 浩 

な ご み つ う し ん 

        

              



 
・先日の命の授業では、ぼくたちが学

校にいけることは、他の国では、あた

りまえではないと思っている人がた

くさんいることを実感させてくれま

した。障害の者や寝たきりの人の気持

ちがその日によくわかったような気

がします。目の見えない人は、見えな

いので、不安な気持ち、寝たきりの人

は、せまい世界の中で自分一人のよう

なさびしい気持ちが理解できたと思

います。 

いろいろなことを感じさせてくれ

たいのちの授業。親にもぼくが産まれ

たときの気持ちを思い出してもらえ

るいいきっかけとなったと思います。

いのちの授業でわかったことや知っ

たことの数ははかりしれません。その

いのちの授業でわかったことや知っ

たことをこれからの生活の改善のた

めずっと、ずっと頭の中に入れておき

たいなと思いました。 

 

 

・「いのちの授業」をしてくださり、

ありがとうございました。 

お母さんに自分が生まれたときの話

を聞いたとき、 

わたしは生まれてきて良かったと思

いました。 

「もしかしたら生まれてきていなか

ったかもしれない、生まれてきてくれ

てありがとう」 

と言われたときは、涙が出そうでした。 

今は、反抗してばっかりだけど、いつ

か 

「生んでくれて、育ててくれてありが

とう」 

って言いたいと思っています。 

・今回の授業を受けて、障害を持つ人

も、私たちとあまり変わらないという

ことがよく分かりました。同じ人なん

だから、同じように接していけばいい

んだということが改めてよく分かり

ました。私の妹は、軽いけど障害をも

っていて、ふつうの子より少し遅れて

いるため、修善寺中学校に行っていま

す。昔何度か妹が少し遅れていること

で他の人にからかわれたことがあっ

て、私はとても悔しかったです。なの

で、今回の授業を受けて、改めて障害

があってもなくてもあまり変わらな

いということを知ることができて、う

れしかったです。 

 授業の中で、他の人たちが生まれた

ときの話を聞いて、生まれてくるため

に、お母さんが本当に頑張ってくれた

おかげで、生まれてこれたんだなぁと

思いました。 

 生んでくれたお母さんのためにも

一生懸命生きなきゃいけないんだと

思いました。 

 
（ 奇 跡 が く れ た 宝 物  小 沢 浩 著    

クリエイツかもがわ より）

 


